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ＩＴ人材開発フォーラム

第 9回

「スキルが＜見える＞と人と会社が強くなる

～IT スキル標準（ITSS）とスキル診断＜ITSS-DS＞～」

議事録

日時： 平成 22 年 10 月 13 日 18 時 30 分～21 時 00 分

場所： 東京都品川区大井町 「きゅりあん」

プログラム

１. 開会

２. あいさつ 座長 石井真司

３. テーマ

スキルが「見える」と人と会社が強くなる

～ITスキル標準（ITSS）とスキル診断「ITSS-DS」～

話題提供者：森田 哲也氏 <ITスキル研究フォーラム（iSRF）事務局長>

４. 質疑応答

５. 次回の連絡

６. 閉会
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あいさつ

座長・石井真司より

フォーラムの趣旨について

20年以上 IT業界にいて、若い人に人気がないと感じている。IT業界は4Kとも言われ、元気がない姿を見

せていることもあるのではないか。フォーラムを通じて、IT業界で働く人に元気になってもらいたい。フォーラ

ムでは、下記の 3 つを大切にしている。

1. 個人を大切に：元気になるきっかけ、広げてほしい

2. その場限りではない：議事録がある、継続して参加いただく、近くの方をお誘いいただく

3. まじめな雑談：フォーマルな場と、飲みながら悩みや意見をざっくばらんに話せる場の両方がある。

第 9回テーマ：スキルが「見える」と人と会社が強くなる

～IT スキル標準（ITSS）とスキル診断「ITSS-DS」～

話題提供者：森田 哲也氏 <ITスキル研究フォーラム（iSRF）事務局長>

■ プロフィール

有限会社アイム 代表取締役社長

特定非営利活動法人 ITスキル研究フォーラム

（iSRF）事務局長

株式会社日経BPマーケティング ラーニングソリュ

ーショングループ リソースディレクター

【業務経歴】

1981年、日経マグロウヒル販売（現日経BPマーケティング）入社。雑誌・書籍などの営業部門に在籍。営

業部長、ダイレクトマーケティング部長などを歴任。1994年、ＩＴエンジニア教育を柱としたラーニング事業

を立ち上げ、ITエンジニアやビジネスパースンのための学習教材の企画・マーケティングを実践し、ＩＴ業界

での人材教育に寄与。2003年12月、「ITスキル標準（ITSS）」の普及とIT企業の人材育成・人材戦略への

貢献を目的とした「ＩＴスキル研究フォーラム（iSRF）」設立に参画し、事務局長に就任。企業の事業ドメイン

に適した人材育成の明確化を主なテーマとし、「ITスキル標準（ITSS）」とアセスメントツール【ITSS-DS】を

活用した企業の人材開発コンサルティングを多数実施。特にコーチング、コミュニケーションを軸とした個

人と組織の活性化に焦点を当て、コミュニケーションセミナーを定期開催している。

2010年4月より現職。

【資格】NPO法人 スキル標準ユーザー協会認定コンサルタント

（財）生涯学習開発財団認定コーチ、米国ＮＬＰ協会認定トレーナーアソシエイト
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■ フォーラムダイジェスト

【はじめに】

・グループによる自己紹介を行い、「名前、どこから来たか、仕事、ITSS って○○、今日持って帰りたいこと」

について話した。

・今日は ITSS のエッセンスやどういう考え方で作られているか、どうやって使うかについて紹介する。

1. ITSS（IT スキル標準）とは

【IT スキル標準とは】

・目的：情報サービス産業の企業競争力を向上させること

位置付け：IT プロフェッショナルが果たす役割と価値、必要なスキルを体系的に整理した客観的な指

標。

・技術スキル、経験度、コミュニケーション力の 3つについて、自分がどのくらいのレベルかのガイドライン。

「知っているか」ではなく「できるか」と聞いてくる。

【IT スキル標準のねらい】

・情報産業では、必要とされるスキルが分野ごとに専門化されている。アジア各国の IT 産業力が向上し

ている。→IT 情報産業の質向上の必要性

・2002 年に策定され、V３が最新バージョン。現況では完成されていると言ってよい。

・「ITスキル標準キャリアフレームワーク」では、キャリアパスを描くことができる。下記が現在の最新V3版」

<11 職種 35専門分野>

情報処理推進機構（IPA） 「IT スキル標準 V3」より
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【IT スキル標準（ITSS）のレベルと「できる」度】

・レベル１：言われたことだけ、レベル２：人の助けが必要、レベル３：一人でできる

レベル４：後輩の指導、レベル５：社内で認知される、レベル６：本を書いているレベル

レベル７：ノーベル賞レベル

・専門領域においてどんな活躍ができるか？を聞いている。

後輩に自分の力を伝えることが必要であり、IT スキル標準（ITSS）の根本思想である。

【コミュニケーションスキルとレベルの相関】

・コミュニケーションスキルと IT スキル標準（ITSS）のレベルは、相関関係がある。

・社長向けに講演した際の反応→スキルは後で身につけられる、コミュニケーション能力がある人がほ

しいと考えている社長がほとんどだった。

【演習 1】

職種別プロフェッショナル貢献「専門領域主要テーマ」及び達成度自己チェックシートを記入。

2. IT スキル研究フォーラム（iSRF）とは～全国スキル調査が出発点～

・2002 年 9月、IT スキル標準（ITSS）のベータ版を元に全国の IT エンジニアに「スキル調査」を実施した

ことが発端で、2003 年 12月に IT スキル研究フォーラムが設立された。

・設立の目的は、「IT 人材の高度化」と「IT 産業の競争力強化に貢献」

「全国スキル調査」の実施、人材育成情報の発信、スキル診断｢DS｣シリーズの提供を行っている。
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3. IT スキル研究フォーラム（iSRF）の考え方とスキル診断「ITSS-DS」

【情報処理試験だけでは不足】

・IT スキル標準（ITSS）V3 では、実務能力と経験が必要と明記されている。

情報処理試験の合格者は上位レベルで定義されている「達成度指標」の記述を認識し、そこで求めら

れている「実務能力」を習得し、要請されている経験を積むことが必要である。

このことは「IT スキル標準 V3」にも明記されている。

【ITSS とコンピテンシー】

・ITスキル標準（ITSS）ではコンピテンシーは重要と定義されているが、カバーできていない。「ITSS-DS」では

コンピテンシーを入れており、総合判断ができる。

【コアスキルのレベルと管理職経験との相関関係】

・管理職経験がある人が、コアスキルが高い。人は場を与えられると成長する。

・コミュニケーションスキルは簡単な質問ではわからない。

【演習 2】コアスキル自己チェックシートを自己診断の後、グループで共有した。

・イノベイティブアクションとロジカルアプローチが高い：開発系に向いている。

・イノベイティブアクションとパートナーシップが高い：マーケティング系に強い特性がある。

・ロジカルアプローチとリスクマネジメントが高い：オペレーション系、管理・運用。

・パートナーシップとリスクマネジメントが高い：折衝行為、セールスが向いている。

・セルフコントロールとチームディベロップメントが高い：プロマネ。プロマネはこの２つの要素がいる。欠け

ていると、プロマネにはあまり向かない。技術よりも人をまとめる力が必要。技術はそれほどできなくてよ

いとの考え方。

4. エンジニアの意識とスキル～「第 9 回全国スキル調査 2010」から

【ITSS に基づいたスキル診断「ITSS-DS」】

・約 160問の設問に回答する。強みを引き出すもの。診断結果を見せ、変わる人が出てくると、少しず

つ周りが変わってくる。やるからモチベーションが起きる。
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【「IT エンジニアのスキルレベル分布」2010～年齢別に見たレベル分布】

・30 代半ば以上、レベル 1が 8.5％いる。

IT スキル研究フォーラム「第 9回全国スキル調査」2010 より

【職種別レベルの分布】

【やりがいについて】

・やりがいを感じているエンジニアが 46％。

・スキル診断を受けようと思う人は、ある程度やる気が高い。

【業務の変化】

・上流工程にシフトしたエンジニアが 13％。

【エンジニアの収入の変化】

・この 1年で収入が下がった人が 3割を超える。
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【将来のキャリアについて】

・モチベーションは十分持っている層が 74％。

・これ以上きつくなりたくないという人が多いのでは？

5. 「ITSS-DS」をどうやって活用するか～例えば研修、例えば面談～

【活用例：研修計画作成に生かす】

・一つ職制が上がったとしてどう使うか？その視点が必要。部長になったらどう使えるか。

・研修計画作成に生かす。研修会社のプログラムを記載している。

以前は、研修はお前が行けというものだが、自分で手を挙げて行った研修は学習する。

ある大手 IT 企業では、手を挙げる人が３倍以上となり、研修の効果も違ってきた。

妥当な領域にチェックする仕組みで、ひとりひとりに合った的確な研修に行ける。

単に計画を作っているだけではだめで、現場は自分たちのものという意識を持つ。

【活用例：面談のための個人リポートに使う】

・キャリアパスを話す時に活用する。３年後何になりたい？来年の目標をどうするか。

・評価軸ではない。評価は過去でこれまでやってきたこと。未来に向けての期待を見る方が

モチベーションは上がる。

・未来軸を持ってやってあげることが必要である。「ITSS-DS」が使われている理由はそこにある。

④ ご自分の将来のキャリアについて、
どのように考えていますか
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今の仕事で築いたノウハウや人
脈を生かして、独立開業したい

今の仕事でステップアップして
いきたい。別の会社に移ることも
視野に入れている
今の会社の中で、IT／組込みソ
フトのエンジニア（今の仕事）とし
てステップアップしていきたい

仕事内容に関わらず、今の会社
にずっと勤めたい

あまり考えていない

IT／組込みソフトの業界から離
れたい

その他
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■ 質疑応答

Ｑ：レベルを定義する要素や言葉は、自社で変えてもかまわないのか。

Ａ：IT スキル標準は育成のために活用するもの。その会社の言葉に置き換えてもよい。たとえば「365 日

稼働する」は、金融業界では必要だが、他の業界では不要なこともある。業界によって異なる。

Ｑ：「場を経験する」ことに関して質問。場につく人が限られてしまう。資格を持っていることで、経験してい

ると見なせるか？

A：レベル 1 から 3 までは、情報処理試験の資格を持っていることによって経験と見なしてもよいというガ

イドラインはある。

基本ができると、レベル 2や 3 になる。レベル 4 になると、後輩の指導をする立場であるため、経験が

必要。

以上


